
紙上カタログ創造性を発揮する技術と製品後
圧
入
で
効
率
化
実
現
イ
ン
サ
ー
ト
金
具
販
売
可
陽
工
業

「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
ス
ピ
ン
サ
ー

ト
」
は
成
形
し
た
製
品
に
熱
や
超

音
波
を
使
わ
ず
に
圧
入
で
き
る

安
価
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ゼ
ロ
潤
滑
油
不
要
「
グ
リ
ッ
プ
ネ
ジ
」
サ
ン
ア
イ

ネ
ジ
山
に
Ｒ
加
工
を
施
し
た
同

社
転
造
ネ
ジ
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
滑
ら
か
な
走
行
を
実
現

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
記
念
像
は
高
さ

、
美
し
い
光
沢
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋳
造
彫
刻

祝
う
気
持
ち
を
友
人
へ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達
成
記
念
像
勘
左
ヱ
門

墓石の黒ずみ落とす「消し石」で隅まで綺麗に勘左ヱ門

各
種
ア
ー
ク
溶
射
装
置

消
し
石

使
用
後
の
状
態
と

使
用
前

小
容
量
か
ら
大
容
量
ま
で
完
成
ア
ー
ク
溶
射
機
の
専
門
メ
ー
カ
ー
コ
ー
ケ
ン
・
テ
ク
ノ

　
ア
ー
ク
溶
射
機
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
コ
ー
ケ
ン
・
テ
ク
ノ

堺
市
西
区
築
港
浜
寺
西
町

５
の
２
、
秋
本
浩
一
社
長
、

０
７
２
・
２
６
８
・
１
２

０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２

６
８
・
１
２
０
４

は
、
厚

さ
７

―

の
薄
膜
溶

射
が
可
能
な
低
電
流
ア
ー
ク

溶
射
機
を
新
発
売
し
た
。
送

給
装
置
は
溶
射
材
料
を
本
体

か
ら
送
り
出
し
、
ガ
ン
側
で

も
引
く
「
プ
ッ
シ
ュ
・
プ

ル
」
型
を
採
用
、
イ
ン
バ
ー

タ
ー
制
御
と
独
自
開
発
の
電

流
安
定
化
機
構
に
よ
り

か
ら
の
運
転
を
可
能
に
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ア
ー
ク
の
発

生
周
波
が
安
定
し
溶
射
粒
子

の
均
質
性
が
向
上
、
溶
射
面

の
品
質
を
高
め
ら
れ
る
。
大

型
鉄
鋼
製
品
の
防
錆
溶
射
や

機
械
部
品
の
肉
盛
り
溶
射
な

ど
に
は
、
中
型
あ
る
い
は
大

型
の
高
出
力
で
処
理
能
力
の

す
ぐ
れ
た
機
種
も
あ
る
。

　
ア
ー
ク
溶
射
は
自
動
化
性

能
が
高
く
、
被
膜
の
密
着
性

が
良
い
。
例
え
ば
メ
ッ
キ
鋼

板
を
用
い
る
パ
イ
プ
の
溶
接

部
の
防
錆
や
フ
ィ
ル
ム
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
生
産
で
ア
ー
ク

溶
射
の
利
用
が
増
え
て
い

る
。

　
今
回
の
完
成
に
よ
り
同
社

が
計
画
に
挙
げ
た
５
モ
デ
ル

が
全
て
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
小
容
量
溶
射
か
ら
大

容
量
の
１
０
０
０

溶
射
ま

で
豊
富
な
機
種
を
そ
ろ
え
て

い
る
。
防
錆
溶
射
や
機
能
溶

射
な
ど
、
同
社
は
ア
ー
ク
溶

射
機
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
Ｅ
メ
ー
ル
は

　
ど
こ
の
家
の
墓
石
も
２
段

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

が
、
下
段
の
石
と
上
の
段
の

石
の
「
き
わ
」
が
数
年
の
う

ち
に
黒
ず
ん
で
く
る
。
こ
の

黒
ず
み
は
、
や
っ
か
い
な

こ
と
に
洗
剤
や
、
磨
き
砂
を

つ
け
て
た
わ
し
や
ブ
ラ
シ
な

ど
で
こ
す
っ
て
も
落
ち
て
く

れ
な
い
。

　
勘
左
ヱ
門

堺
市
西
区
草

部
１
１
５
２

は
こ
の
黒
ず

み
を
消
し
と
る
「
消
し
石
」

を
発
売
し
て
い
る
。
方
法
は

水
あ
か
で
黒
ず
ん
だ
と
こ
ろ

に
水
を
か
け
た
後
、
消
し
ゴ

ム
で
鉛
筆
の
文
字
を
消
す
要

領
で
「
消
し
石
」
で
こ
す
る

だ
け
。
簡
単
に
黒
ず
み
を
落

と
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
と

は
も
う
一
度
水
洗
い
す
れ
ば

よ
い
。

　
主
原
料
は
天
然
の
粘
土
の

み
。
洗
剤
な
ど
は
ま
っ
た
く

不
要
の
た
め
、
薬
品
が
墓
石

に
し
み
込
む
心
配
も
な
い
。

　
正
月
前
の
墓
参
り
が
近
づ

い
て
い
る
。
同
社
は
、
お
手

上
げ
状
態
だ
っ
た
黒
ず
み
を

落
と
す
「
消
し
石
」
と
水
お

け
を
提
げ
て
「
お
墓
参
り
に

臨
ん
で
欲
し
い
」
と
し
て
い

る
。

　
重
量
は
約

。
価
格
は

１
０
０
０
円
。
別
途
送
料
２

５
０
円

２
個
以
上
の
注
文

の
場
合
は
送
料
無
料

。
申

し
込
み
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
７
０
・
３
６
６

６

平
日
９
―

時

、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
７
５
・
０

０
６
３
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
購
入
の
場
合
は
、

ま

で
。

　
可
陽
工
業

堺
市
堺
区
住

吉
橋
町
１
の
２
の

、
角
谷

勲
社
長
、

０
７
２
・
２
２

２
・
０
３
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
２
・
２
２
２
・
１
２
７

７

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
で
既
に
成
形
し
た
製
品

に
、
後
か
ら
圧
入
も
で
き
る

純
日
本
製
イ
ン
サ
ー
ト
金
具

「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
ス
ピ
ン
サ

ー
ト
」
を
販
売
、
各
方
面
で

使
用
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て

い
る
。

　
圧
入
で
き
る
た
め
、
熱
や

超
音
波
は
不
要
。
強
さ
は
タ

ッ
ピ
ン
ネ
ジ
以
上
を
確
保
で

き
る
。
後
圧
入
で
使
用
す
る

こ
と
で
、
道
具
な
し
で
容
易

に
金
属
を
樹
脂
か
ら
分
離
で

き
、
再
生
や
予
備
成
形
お
よ

び
在
庫
が
可
能
と
な
り
、
出

荷
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

短
縮
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
じ
る
。

　
標
準
サ
イ
ズ
と
し
て
Ｍ
２

か
ら
Ｍ
６
ま
で
そ
ろ
え
て
お

り
、
種
々
の
製
品
に
利
用
で

き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
同
社
で
は
、

成
形
の
合
理
化

・
自
動
化
に
大

い
に
役
立
ち
、

リ
サ
イ
ク
ル
に

も
適
合
し
て
い

る
「
ス
ピ
ン
サ

ー
ト
」
を
大
阪

・
日
本
橋
の
ナ

ニ
ワ
ネ
ジ
な
ど

か
ら
販
売
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
姉
妹

品
と
し
て
回
転

が
不
要
、
挟
ん

で
針
金
な
ど
で

締
め
付
け
る
だ

け
で
Ｏ
Ｋ
の
樹

脂
製
緩
み
止
め

ナ
ッ
ト
「
ス
ッ

ポ
ン
」
、
さ
ら

に
は
金
属
製
で

強
力
に
全
面
接
触
す
る
緩
み

止
め
ナ
ッ
ト
「
ス
ッ
ポ
ン
メ

タ
ル
タ
イ
プ
」
が
あ
る
。

　
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
ゴ

ル
フ
ァ
ー
な
ら
一
度
は
経
験

し
て
み
た
い
世
界
共
通
の
あ

こ
が
れ
。
し
か
し
、
達
成
す

る
と
周
囲
の
人
に
記
念
品
を

贈
る
な
ど
、
喜
び
と
同
時
に

多
額
の
出
費
の
覚
悟
が
い
る

悪
習
？
に
頭
を
悩
ま
せ
る
こ

と
に
。
一
方
で
、
取
引
先
・

友
人
・
世
話
に
な
っ
た
人
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し

た
時
は
、
心
の
込
も
っ
た
記

念
品
を
贈
る
良
き
風
習
も
で

き
つ
つ
あ
り
、
感
謝
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
勘
左
ヱ
門

堺
市
西
区
草

部
１
１
５
２

は
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
た
人
へ

の
贈
り
物
と
し
て
白
銀
色
に

輝
く
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
達

成
記
念
像
」
を
製
作
、
心
に

残
る
記
念
品
と
し
て
好
評
を

得
て
い
る
。

　
こ
の
像
は
達
成
の
意
外
性

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ

ン
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
文

字
が
浮
か
び
上
が
る
。
高
さ

、
重
さ
１
・
５

の
、
美
し
い
光
沢
を
持
つ
ス

テ
ン
レ
ス
鋳
造
彫
刻
。
表
に

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成

し
た
記
念
の
ボ
ー
ル
を
入

れ
、
裏
側
に
は
磨
き
上
げ
ら

れ
た
鏡
面
の
プ
レ
ー
ト
に
名

前
、
場
所
、
日
付
、
ホ
ー

ル
、
距
離
を
刻
ん
で
い
る
。

　
こ
の
像
を
自
宅
の
リ
ビ
ン

グ
や
自
社
の
応
接
室
な
ど
に

飾
れ
ば
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

の
感
動
を
永
久
に
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
、
訪
れ
て
き

た
人
に
も
一
目
り
ょ
う
然
。

楽
し
い
話
に
花
が
咲
く
。

　
文
字
彫
刻
、
送
料
込
み
で

一
体
２
万
８
０
０
０
円
。
購

入
申
し
込
み
は
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
勘

左
ヱ
門

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
７
０
・
３
６
６

６

平
日
９
―

時
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
２
・
２
７
５
・
０
０

６
３

へ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
し
込
み
はへ

。

　
サ
ン
ア
イ

堺
市
堺
区
北

清
水
町
１
の
４
の
９
、

０

７
２
・
２
３
２
・
３
２
７

２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
２

７
・
８
５
５
９

は
、
衝
撃

的
な
低
価
格
で
潤
滑
油
不

要
、

ネ
ジ

ミ
ゾ
の
が
た

が
な
い
ノ
ン
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ

ュ
を
実
現
し
た

「
グ
リ
ッ
プ
ネ

ジ
」
を
開
発
、

製
品
化
し
て
い

る
。

　
ネ
ジ
山
に
Ｒ

加
工
を
施
し
た

同
社
製
転
造
ネ

ジ
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
滑

ら
か
な
走
行
を

実
現
。
低
速
で

大
き
な
荷
重
が

か
か
ら
な
い
箇

所
に
は
グ
リ
ッ

プ
ネ
ジ
の
使
用

が
有
効
で
、
ボ

ー
ル
ネ
ジ
を
使

う
場
合
と
比
べ

て

％
近
い
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
が

可
能
と
い
う
。

ま
た
素
材
は
樹
脂
と
ス
テ
ン

レ
ス
な
の
で
、
医
療
や
食
品

機
械
な
ど
油
や
錆
を
嫌
う
所

に
は
好
適
。
す
き
間
が
生
じ

な
い
構
造
な
の
で
、
流
量
計

な
ど
流
体
を
利
用
す
る
機
械

に
も
向
い
て
い
る
。
送
り
ネ

ジ
の
ナ
ッ
ト
部
材
は
、
膨
張

係
数
の
小
さ
い
自
己
潤
滑
の

特
殊
樹
脂
の
た
め
す
べ
り
が

良
く
、
潤
滑
油
は
不
要
。
金

属
製
の
グ
リ
ッ
プ
バ
ネ
に
よ

っ
て
締
め
具
合
を
微
調
整
で

き
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ゼ
ロ

を
実
現
し
た
。

　
ネ
ジ
径
５
―

の
小

径
で
受
注
対
応
す
る
。
特
許

取
得
済
み
で
、
意
匠
も
登
録

済
み
。
ボ
ー
ル
ネ
ジ
お
よ
び

ス
ベ
リ
ネ
ジ
と
同
じ
機
能
を

持
つ
た
め
、
精
密
機
械
な
ど

に
最
適
で
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ

ス
は
、

。
Ｅ
メ
ー
ル
は
、

　
一
部
多
条
ネ
ジ
に
も
対
応

で
き
る
「
グ
リ
ッ
プ
ネ
ジ
」

も
開
発
し
て
い
る
。
東
日
本

地
区
の
問
い
合
わ
せ
は
三
共

商
事
東
京
営
業
所

０
３

・
５
２
８
９
・
８
２
５
１
、

担
当
市
川

で
も
応
じ
る
。

（ ） 【全面広告】 ２０１３年 平成２５年 １１月１９日 火曜日 　　


